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1 課題設定―教員生活を振り返つて一

私は、今年で教師になつて 10年目になる。これまで、「子

どものためにJ、 教師の力量を高めようと日々学んできたつ

もりである。しかし、そうして重ねた努力がlT●ためなの

かわからなくなることがあつた。子どもたちのためにわか

りやす0授業をしようと、夜遅くまで教″研究に勤しんだ

り、日々子どもたちと接する中で、「ノ″
=レ

を守りなさ|、 」

り司囲に迷惑を力|ナないようにしなさい。Jと 子どもたちの

将来のために 自分が嫌われることも辞さずに、口すつば

く指導をしたりしてきた

しかし、どんなに頑張つたとしても、日の前の子どもた

ちに何かを残すことができた手応えが、全くと言つてよい

ほどなかつた。吉労してつくった授業で教えたことは、そ

の日の内に子どもたちの中から消え去っているかもしれな

|、 自分を犠牲にしながら説いたルールや人との関わり方

は、うるさく言われるのが嫌だからと、私の前で表面的に

大切にされているだけかもしれない、などと感じられた。

さらに言え
`よ

そんな努力は 「子どものためJではなか

つたかもしれな0、 より上手く学習内容を伝達できる櫛 市、

より円滑に子どもたちを統率できる雛 F、 そんな都 市が有

能とされる昨今の教育卯場において、私も漏れることなく

そのレールに乗り 周囲から「できる都 両と思われたかつ

ただけだったのではないか、ということである。つまり、「子

どものためJではなく、自らの承認欲求を満たすため(「 自分

のためJ)の努力だつたのではないかということである。

そんな自己承認欲求を満たすために重ねてきた努力も、

高度に情報イヒされた現代の社会においては、全くの意味の

ないものになリカ

'ユ

ない。わかりやすい授業 上手く教え

られる存在は、もはや物師ではなく、コンピューターや、

回画の向こうの.tかなのかもしれないからである。

長い時間を力ヽ すて静力ヽ こ溜まつてきた劇 士感、無力感

焦燥感などに突き動かされ、これまでと違 う教育 教師の

あり方を模索しなければ、今後私が教師として存在する意

味を見出せなくなつてしまうのではないか、と考えたのが

本研究の始まりである。

2 目指すべき方向性

(1)与宅吏とルヽう現所のコ時ヨ生

都 市の独りよがりで、効率よく、子どもたちに学力や規

律ある態度などを身につけようとり
~る

ことから距離を置こ

うとするのであれば、学校という場所の存在する意味は、

fdl●は、無くなってしまうのであろうめ、私はむしろ、そ

こにこそ学校が本来もつ意味劇翻直が存在しているのでは

ないかと思う。

子どもたちを、人の形をした器のように提え、頭の上か

ら学力や規律を注ぎ込んでいくような考え方では、子ども

たちの中には何も残らないのではないだろうめ、そうした

考え方では、より効率的に子どもたちを教育するために、

子どもたち一人ひとりの独自性は、切り捨てられる。〇年

口組の集団、全体として子どもたちを提えがちになつてし

まう。そんな時、都 市にとって 一人ひとりの子どもたち

の姿はばやけて見え、そこにはただ一つの大きなかたまり

があるのではないだろう力、 (図 1)子どもたちに向けられ

ているように見える教師の声は、実のところ、子どもたち

一人ひとりには向けられていな|、

そもそも子どもたちの中には ぎつしりと中身が詰まつ

ている。従つて、その■身と響き合うような教育の形が木

来あるべきなのではないだろう力、教室には、「都 市―子ど

もたちJと いう二者をつなぐ関係性があるだけではない。

嚇僣店 ○さんJと いう剛毅慟 、`そして、rOさん―○さんJ

という一対―の関係性が子どもの数だけあるのである。(図

2)こ うした、一対一の関係性を大切にしたあり方こそが、

教育の、教師の、本来日指すべき あるべき姿なのではな

いだろう力、 そしてそれは、子どもたちと共に生活する教

師 rFl■ にしかできないことである。

また、このような考え方に立ってみると、同年代の子ど

もたちが集まり、共に生活する学校という場は、触発性に

あふれ、豊かな教育を実践していく可能性に満ちあふれた

場であると言えるのではないだろうハ

(2)居場所としての学校、教室のあり方
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子どもたち一人ひとりを大切にし、諷系性が豊力ヽ こ、太

く、しなやめヽ こつながつていくことを目指したとき、教室

という場を、子どもたちにとつてどのような場にしていく

ということになるだろう力、 それは「居場所J、 つまり、教

室の居場所 ヒ、居場所 生を高めることと言えるのではない

だろうハ

では、教室の居場Fl lヒ とは、どのようなものなのだろう

め、萩原健次郎の居場所論を軸に考えていきたいと思う。

居場所は「自効 という存在感とともにある。

居場所は自分と他者との相互承認というかかわりに

おいて生まれる。

そのとき生きられた身体としての自分は、他者 事

柄 物へと相互浸透的に伸び広がっていく

同時にそれは世界(1妨争事柄ψかの中でり立置惑覚

の獲得であるとともに、人生の方向の生成でもある.

その姿から共に何を学んでいくべき力、つまり、「子どもに

応えるJ教育のあり方を考える道標にもなると考えたから

である。
i子 どもに応えるJと は、予定や計画、「有能な」教師を求

める様 を気にした、画―的な教育のあり方と距離を置く

教育、排 市のあり方である。その教室に居る教師と子ども

たちの間でし力成立しえない教育である。そんな都 市や、

教室に居る子どもたちの存在感を取り戻す起点の一つとし

て、学級だよりを位置づけることができればと思つていた。

① 学級だよりに書いてきたこと

学級だより「天の
'日

に明確なビジョンはなかつた。休校

中、イ呆護者に渡した第1号にこのようなことを書いた
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「自分のためJと いう意味合いが強いたり出しだつたよう

に思う。省察の過程として書く、ということで、私がどの

ように見、感じていたかをリアルに書く、 ということは大

切にしていきたいと思つていた そね′は、肯定的な心の動

きだけではなく、高藤や悩み、後悔などといつた人間的な

弱さも書いていかなければならないということである。リ

ア′嗜こ書くことを通して自分の人間性を回復していく、と

いうことである。
「天のり向に書いてきたことは、子どもたちとの何気ない

やりとり、出来事が多かったように思う。そういつたエピ

ソードの方がよく覚えているし、書くときには楽しかつた

例えばこのようなエビソードである。
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なぜ私はこのエピソードをよく覚え、書きたいと思つた

のだろうめ、

「自衛 という存在を感じるときとは、どんな時 場のこ

とを言うのだろう。それは、自分に対して向けられた温か

な関心を感 じられる1キヤ場ではないだろう力、 そして、関

心を向け 向けられていることをお互しヽ こ感じとつたとき、

一対―の関係が生まれる。その関係を足場にさらに関係性

を

`強

くしていこう、周囲とのF‐l係をつないでいこうという

余裕が生まれる。周囲の他者などが、自分の事のように感

じられてくる。そして、他者と豊力ヽ こ関わり合う経験を重

ねていくことで その生き方、考え方などに角虫発され 教

師や子どもたちの存在が響き合い、自分はどう考え、どう

生きていくべきなのかをはっきりとさせていく。

つまり、ここで言う居揚チとは、必ずしも実存的な場で

はなく、「自分Jが、他者との関係に支えられ くつきりし

ていく。それまでの自分を変化させ、自分の何かを越えて

いく場、ということである。そこには、ただ自分が安心し

て身を置ける、という場としての意味だけではなく、「学a
の以 としての側面もあることがわかる.

私が教室を居場所化したいと目指すのであれば 私がす

べきこと、できることは何なのだろう力、今年度、実践し

てきたことと交えながら書いていきたいと思う。

3 「子どもに応えるJということ

(1)学級だより「天の I拍

教室を居場所 ヒする始まりが、関心を向ける、というこ

とであるならば、これまでの私のあり方を変えねばならな

いと考えた。有能な教師像を目指し、「関心なき教育」を長

“

了ってきたからである。

そこで私は、学級だより日書くことにした。挑戦しない

ことには、何も変わらずに終わつてしまうと考えたからで

ある。変わつたから(結果として)書く、のではなく 変わ

るために饉 程として)書く、ということである。

そして、子どもたちの姿から、何を感じ、得らとしるのか、

日々の省察を形に残すことで、子どもたちに関心を向け、



この出来事に立ち会っていたとき、私は 最初から面白

かつたわけではな0、 戸惑いや葛藤もあつた。なせセ ミ化

したの力、周りの子に迷惑だから静力ヽ こさせるべきか、な

どである。頭の中では、様々な考え、目青が渦巻いていた

それは、子どもたちに歩み寄ろうとする自分と、有能な教

師であろうとする自分の間での攻防であつたとも言える。

その結果、歩み寄ることを選ん,a関心をlpけるとは、子

どもたちに歩み寄る、子どもたちの見ている世界を並び見

るとも言えるのではないだろう力、 どうしてセミ化したの

かを想像し、とりあえず一緒にセミ化を楽しんでみよう、

そんな関心を向けた瞬間というのは、とても人間らしい瞬

間である。そんな子どもたちとの何気ない出来事というの

は、予定や計画、有能さとは違う、違和感として私の中に

刻まれ、よく覚えているのではないかと思う。

もちろん、関心を向ける方向に踏み出せたことばかりで

はな|、 子どもたちに歩み寄ろうとせず、同じIII Pを 共に

味わおうともしなかつたことも数多くあった。そんな出来

事もいくつ力・・ ビンー ドとして、「大のり仙に書いてきたの

である。例えばこのようなエピツー ドである。

磁 沼 ″ 7,効 観 プンス象 ″ 安 を楽 レ ア ス

イ|こ出ると ″ドっ″彦″ガグースで″,力娯レ場当酔う″

=さ
れていまιん 為差乞

“

嵐紹 瑠 で丸 あク″ゞ

どラ。さ

`る
0わ盛訪のた あろ,tグ′%生 あれ

ってハンど勾 と空を見上|ザながら騒 でヽ&“ ん

空を見● 絡 と、ψつたクとハンの 如 ι● ま`ι

た 協ガクノ ″ハンとたれ ′と答えると、 う衝憾ど

くないηあ て言●ヽなる`ら 近く/_|た― ちとハ

ンとる%わ
~ 

まどん 私′ま、多 ″ アとに ちを横

μ7‐ あ精″あ協省わ

“

めようと、スタスタとそ鵬 を

燿れまι/_〃々になつて静 1返すと あの″ ″芦

の″業なん t./ιどらせ(子 どもたちとハンとの|'

ろ絢雛探 ιうばよ力'つたなど″1嘴九

“

曰率 そ

´ヾっo%のをク、場″″幸トケど

―

ク/7つたク

ιたら楽 ιかつただろ,な
=ん

0多 'ま九 蒻ガ

の の島,動窃

―

I晟 ″
'つ 6ラんル ιま

九 女夕そみつ″/_6D蔽かな″′

`え

な′
'も

のです

れ そル渤 ど|ウ″、猛称笏 でιん 』

(「天の 向58号 (9月 23日 発① より)

私の勤務する学校は、飯能にはど近い、とてものどかな

地域にある。川や丘陵に囲まれた自然豊かな学校である。

そんな学校の上空では、時折 トンビが優雅に旋回する。私

は鳥が好きなので、こんなに身近に トンピが見られること

に感動し、 トンビが飛ぶ度「トンピが飛んでるよ。Jと子ど

もたちに教えていた。子どもたちは「何で先生はそんなにト

ンビが好きなの ?」 と不思議がつていたが、そんなことを続

けている内に、子どもたちの方が トンピを見つける名人に

なつた。

そんな状況の中、いつもトンピがいると騒ぐ私に、子ど

もたちが「トンビがいるよ。Jと 教えてくれたのである。に

も力
"ヽ

わらず私は、体育θ様 をどう展開していこうか

ということに頭の中が一杯で、その場から離れしまつた。

その目の帰宅の車中、その出来事がふと思い出されて、子

どもたちが与えてくれた素晴らしい機会をふルヽ こしてしま

ったな、という後悔の念にさいなまれた。

このエビツー ドを書く前、岩川が主催するオンラインミ

ーティング、「ジョイント ミーティングJでこのことを話

した。すると岩川は「トンビを一緒に見たかつたなという

話、思い通りにできなかつた未熟な都 市の姿が載っている

学級通信は(保護者も)読みたいと思うのではないれ J「行

きつ戻りつしながらも、頑張つているよ、という学級通信

があつてもい|、 Jと 話した その話を受け、私はこの出来

事を「天のり拍に書くことに決めた

後悔を省みるという作業は、それまでの都 市としてのあ

り方から抜け出していく上で大切な作業なのではないだろ

うめ、 そして普段都 市は、子どもたちの前で完璧な存在と

して居ることを求められる。それは、とても窮屈で、苦し

い状態である。そこから一歩踏み出し、黎 市も不完全であ

るという事実を瑠言することで、人間としての自分を取り

戻す過程として位置づけられるのではないだろうハ この

ような例海の記憶も、自分の中に強く残る。また、「～した

かつたな。」ということは その時には向けられなかつたが、

後々になつて子どもたちに関心を向けられたとも言えるか

もしれない。関心を向けた自分、子どもたちに歩み寄り、

並び見た自分を想像することは 同じような状況で違つた

選渕肢を起ヽ大きな後押しになるのではないだろう力、 ま

た、失敗した自分を承認するということは、伸びていく自

分を想像できるということにつながる。それは、教師であ

る自分が、人間としてのからだを取り戻していく′台まりな

のではないだろう力、

このように人間としての都 市のあり方を取り戻そうと、

子どもたちに関心を向けようとしてきた‐ピノー ドを保護

者と共有する意味、価値は何だろうハ

② 保護者と共有することの意味や剛直

′天のり拍は、基本的には保護者向けの学級だよりである。

保護者、家庭というのは、子どもたちを支える、最も重要

な環境の一つだろう。家庭と何を共有するか、ということ

は、子どもたちとの関係性をよりよいものにしていく上で

大切なこと,a保護者というのは、子どもがどのような教

音市と どのような関係上のある教室で暮らしているのかを

知りたいのではないだろう力、

例え
`よ

「今、算数で力■サ算の学習をしていま九 九九を

しつかり覚えられるよう、家でもよく聞いてあげてくださ

、ヽ Jや「最工 忘れ物が多いで現 家でも忘れ物がないか、

チェックしてあげてくださ1、 Jと いつたことを学級だより

で伝えたとしよう。それは保護者にとつて、どんなメッセ

ージとして伝わるだろうれ 「もつと厳しくうちの子を管理

しなければいけな,、 ちゃんとできていなくて、申し訳な

い。J「 うちの子はできているから大丈丸 きっとできてい



ない子がいるんだれ Jと いった感じだろう力、そこには、

担任の人間性は感じられず、子どもたち一人ひとりではな

く、一律で教育を進めていこうとしている、冷たい機械の

ような教師の印象が伝わるのではないだろう力、教室の雰

囲気や関係性は見えず、子どもに厳しく接することを暗に

促し、子どもたちの間の優劣を強く意識するようになつて

しまうのではないだろう力、そんな意識を高めた家庭で暮

らす子どもたちは、逃げ場がなくなり、追い詰められてい

くのではないだろう力、

それとは逆に、何気ないエビソー ドを伝えるとしたらど

うだろう力、

一つ目のエピソー ド、セミ化した子と私は、普段からよ

くふざけ合つていた。そんな関係の中でのエピツー ドであ

る。私とその子の間の関係性は、教師一子どもというより、

子ども一子どもの関係性に近かつたのではないかと思う。

そして、そんな関系性の中でのふざけ合いが私は好きなの

である。イITAかの子たちは、私とその子とのやりとりを見

て 「楽しそうだな J「 自分もやつてみたいな。Jと 思い、

帰りによねをした。また、下校班である子が「ミ乙 Jと返

事をしたとき、近くの子たちは、温かな笑顔でその様子を

見ていた

つまり、こういつた何気ない出来事の中には、祷 市のあ

り方、教室の中の関係性が色濃く現れるのではないかとい

うことである。「なんた 先生も楽しくやつているんだヘ

ちょつとふざけても、許し合える剛系性があるんだな。」二

つ日のエピツー ドも含開 ま 「先生も御海するんだな。計

画に支配されてしまうことがあるんだ視 Jと いった印象を

得られるのではないだろう力、そこで保護者が出会うのは、

1人の人間として子どもたちと向かい合い、それぞれのあり

方を承認しようとしている都 市の姿ではないだろう力、 学

校での子どもたち一人ひとりのあり方を承認するというこ

とは、その子たちを育ててきた保護者のあり方を承認する

ということである。そして、自分の子であるかない力ヽ こか

かわらず、承認される安,ヽ感は、管理しようとするのでは

なく、一人ひとりのあり方を、子どもとの間で起こる出来

事を大切にしようという、肩の力を抜いて子どもたちと向

き合う意識へとつながつていくのではないだろうれ 岩川

は、開系性のつながりを、連鎖を三角形で表すことができ

るのではないかと考えている。 (図 3)

はつながり、一つの三角形が回り

'台

めることで、他の三角

形にもその影響は波及していく。

(11気ない出来事を伝える学級だよりは、子ども一人ひと

りのよさを承認することの大切さを共有し、承認の三角形

を回すきつ力■ナになつていたのではないだろう力Ъ

感覚的ではあるが、学級だよりをよく読んでくれている

家庭の子どもとは より良好な関係が築けているように感

じる。それは、学級だよりを通して 家庭で学校のことを

話す際に、子どもたちも自分の(誰かの)あ り方が承認され

たことを認識するからではないだろう力、 私が関心を向け

ていることを、保護者を通して子どもが認識する、間接1勺

な相互承認と起こつていた、ということである.保護者を

間にはさみながら、その子にとつての教室の居場所性が高

まつていく。つまり、家庭に承認の三角形が均成され、そ

れが教室における承認の三角形を回す、そんな関係性の連

鎖も、学級だよりは支えていたのではないだろう力、

③ 2年 4組にとつて「天の 胸と出可か

これまで割 てヽきた200以上のエピソー ドは、2年 4

組にとつて、どのような嗣直や意味があるのだろう力、

それは、クラスの歴史と言えるのではないだろう力、 こ

れまで クラス劉本で一歩ずつ踏みしめながら確力ヽ こ歩ん

できたことを.I明する記録ではないだろうめ、 毎日が同じ

ように過ぎ去っているように感じる日々 の中で、それでも、

教師と子ども、子どもたち同士の間で、その日にし力起 こ

りえなかった力ヽ すがえのない出来事があつた。それは、そ

こに自分たちが居たと言う証拠であり もし誰かが一人で

も欠けていたとしたら起こりえなかつた。そんな出来事を

諸々に巻き込みながら 大きな流れとなつて今の自分たち

が居る。そんなこれまでの歩みの記録した学級だよりは、

これからの歩みを支えていくのではないだろう力、

学級だよりを書くということは、教師や、子どもたち―

人ひとりの存在を承認するということである。しかし、子

どもたち一人ひとりのあり方をクラスの中で承認し合う、

そして、子どもたちがそれぞれのあり方に触発され 位置

感覚と、これから生きていくべき方向を得る、という教室

の居場所性を高めていく「学びJのプロセスヘは 学級だよ

りだけで実現するのは難し,、 私は、道徳科がそのプロセ

スを担つていく可能性があるのではないかと考えた。

0)着意科

① なぜ道従耐なのか
「天のり日で、当初から一貫して書き続けてきたことがあ

る。それは、道徳科の授業についてのエピツードである。

この研究に関連して、今の子どもたちに応えるような教材

を作り、授業を行うという実践を繰り返していたというこ

ともあるが、それだけが理由ではないだろう。ここでは、

教科書を使用したIv業の「天のリロの振りlF4リ エピソードを

読み返しながら、それを探つていきたいと思う。

『苺日の道海″物 さヽつノについて我 まιん 堤とあ

′ばイ蒻を クでまなくなつtlる という療 分′

llえば、「誰かから承認され」→「自分を承認しJ→「誰かを

承認するJと いつた具合に、人は他者との団系性の中で、自

うヽ 輛]者を受け入れられるようになつていくということで

ある。そして 1.rかを承認するJと「誰力
'ヽ

ら承認されるJ

他ながら
OOさ れ
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(天の川 56号 (9月 15日 発

`つ

より)

なぜこの授業の様子を「天の川」に載せようと思つたの

力、それは、(1)で述べたことと重なるからではないれ

道徳科の教材というのは、教科書であったとしても、子

どもたちに比較的身近な出来事が扱われている。従つて、

その教材から何を感じるか というのは、その人の人生が

色濃く現れる。つまり、その人の人間らしい一面が垣F.R見

えるということである。

都 市や子どもが、人間としての考えをぶつけ合うという

ことは、教師にとつて思いがけない展開になることもしば

しば起こる。子どもたちの索直で 率直な話に、都 市はど

うしたらよいのか、わからなつてしまうのである.

このように、授業の中で、都 市の、子どもたちの、人間

性が現れる。そして、子どもたちの意見に翻弄され 戸惑

つたり 葛藤したりする、都 市の人間的な弱さも現れる。

そんな道徳科の授業は その様子を『天のり的に載せる意味、

個直が十分にある。

また、この授業は、子どもたちが挨拶についてどう思つ

ているか、という関心から始まつている。そして、挨拶が

得意ではない自分と、挨拶が苦手な子を重ね合わせ、いつ

かできたときに自分を思いつきり承認 してあげられるよう

に、自分なりに考えを伝え、気長に待つことに決めた

子どもたちの今に応えた授業ができる。そして、子ども

たらに歩み寄り、並び兄る、つまり、子どもたちに関心を

向ける時間とし¬立置づけられる道徳和 ま、教室を居場所

化していく上で、大きな可能性を秘めているのではないだ

ろうれ

しかし、(1)の最後でも述べたように 「学0ヽ のプロセス

を道徳科が担つていく、と考えたときに、エピンー ドに書

いたような授業では、不十分だろう。それは、子どもたち

の関係が見えず、誰かの書方に触発され、自分の居方や生

き方を改めて考えていく、という要素が抜け落ちているか

らである。

②道徳教育、道徳科=教室の居場所 ヒ

「教える」という行為にはどのようなイメージがつきまと

うだろう力、 それは、どこ力散 師と子どもを卜と下に分け

てしまわないだろう力、 下である子どもたちは、より教姉

の求める正解に近づいた者が有能であると評価される。有

能さの尺度で測られるという経験は、他者と自分とを比べ、

欠損の有る無しで人の価値を見極めようとする意識を植え

付けていく。上である教師も より効率的に子どもたちを

操作し、正解に導く(処理する)ために、授業の型を作り、

一時の安0まを得る。しかしその先に行つているのは、予

定調和やマンネリ、都 市としての存在感の希薄さである。

結果、子どもも教師も辛い立場に追い込まれていく。(図 4)

授業の中●暑場折性を高めることを目指すのであれ|よ

「教える」という意識から脱する必要がある。そもそも道徳

とは、教えるものなのだろう力、「学習指導要領 解説Jには、
「道徳教育は、～中略～自己の生き方を考え、主体的な判

断の下に行動し、自立した人F.5と し0し者と共によりよ

く生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標と

う
~る

。J

道徳科の授業においては、
「道徳的詔m直についての理解を基に,自 己を見つめ 物

事を多面的・多角的に考え,自 己の生き方についての考

えを深めるJ学習活動を通して、印 な判的フリ,t情 ,

実践意欲と態度を育てる。J

とある。また道徳科の評価は、道徳性を直接評価せず、

学習活動に焦点をあてて行う、とされている。つまり道徳

性は教えるものではない、ということである.

道徳とは、人と人とのF・Dで じわしわと共有されていくも

のではないだろう力、 これ1測]場所性の高まりとも重なる

割
`分

であると思う。つまり、r教ぇるJと いうよりも、他者

と「つながるJこ とで、深まっていくものであるということ

である。「つながるJ教育のイメージを構想してみると、そ

こには、人間と人間と0｀ う対等な関係性があり、お互いの

考え方や生き方を聞き合う〈対話する)こ とで、自分の生き

方や考え方の中にそれが流れ込み、気づき嘲 虫発、学びを

生み出していく。そして、他者と共に居る、生きていくと

いうことの豊かき、大切さを実感していく、というものに

なるのではないだろう力、 (図 5)

このイメージは、道徳教育の目標や道徳科の学習活動、

居場謝 ヒのプロセスと重なる部分が大き,、 それは 道徳

教育というものが、教室を居場粥 ヒする、教室の居場所ヤt

を高めるプロセスに他ならないことを示している。

では、教室の居場所性を高める道徳科の授業とは、どう

あるべきなのであろう力、



(3)「天の 日道徳

① 子どもに応える道結料の授業実践の歩み

学級だよりと並行して、子どもl rLNえる道徳料の授業づ

くりも一貫して機素してきた そ″

“

ま前述したとおり、道

徳科の授業には、子どもたちに関心を向ける時間として、

教室の居場所性を高める時間としての可能性を感じていた

からである。

具体的には、今日の前に居る子どもたちと どのような

教材で、何を考えることが、教室の居場所性を高めること

につながるのか と機素していたのである.子どもに応え

る教材づくり、とでも言えるだろう力、 【表 1】 は、私が

行つてきた道徳科の授業一覧である。よく見ると 途中で

教科書が入つていたり、本を教材として使つていたりする.

こと口ま、学年当初鼻息荒く自作教材を作り続けてきたが

その労力に見合った手応えが得られず、焦爛惑や疲弊感、

詰めを感じ始めていたからである。

ではなぜ、年度当初の自作教材を用いた授業は、うまく

いかなかつたの力、 それは、私の中の「教えるJと いう意

識が強かつたからではないかと思う。子どもたちを導くベ

き「j動殉 をもつて、授業に臨んでしまつていたからでは

,贅 tヽわ。と編蜃う。

炭J

「大の川チャレンジJと いう自作教材での授業を行った

際、私が最終的に,1達 してはしかつた意見が、開始5分で

ある子の口から出てしまった その時私はつい「もう出ち

ゃつた。」と思つてしまつた 前述した「ジヨイント ミ

ーティングJでこのことを話すと、岩′‖ま以下のように話

した。

「ポイントの一つは、力「藤 さんが最初の子が発言したとき

に、「出ちゃつたJと いうことが要らないこと。それは

「出ちゃつたJのではなく、それも失敗に関する一つの

考え九  「前は気になっていたけど、今は 。J「わた

しはまだ失敗することが賄くて… 。J「失敗だと思つて

いたけど、そうしゃないつて.Fかから言われたことがあ

つて… .J失敗をめぐるたくさんのことは、クラス全体

のことで良かった、ということではなくて、「その子が、、J

ということが大乳 そこに 「ああ、そうかあ IJと 感

じ入る。アクティブィティとつないでいることもいい。

失敗とつないでいることもいい。

それから、「それが見えないとJと力藤 さん言つていた

|ナ ど に着だから見えなくていし、 関心を向けて、人に

触れるということは嬉しいこと、気持ちいいことだとい

うことを1来わつて欲しい。J

私は 自分が想定した考えに、子どもたちを到達させる

ことばかりに気をとられ、その時、その場に居た子どもた

ら一人ひとりの考え方に全く気が向いていなかつた、 日の

前の子どもたちの方ではなく、自分の方ばかりをF・ いてい

た。いくら子どもに応えた教材を用意したからといって、

授業の中で子どもたち一人ひとりに関心を向けられなけれ

ば意味がないのである。

発見もあつた クラスの中で実際に起こつた出来事 (こ こ

ではアクティビティ)を教材として取り上1共 その出来事に

立ち会つた子どもたち一人ひとりがそのFll可を思い、行動

していたのかを、クラスの中で共有するということの可能

性である。そして、「こういうことを考えさせた|、 」とい

う目的意識からではなく、「子どもたちに聞いてみたいな。J

「あの子のはどんなことを考えていたんだろう。Jと いう、

子どもたちへの関心から始まる授業を探求していくという

ことの大切さである。

② ワぐり 1瞳御 の設

第 15回から、「天のり的に書いたエピツー ドを子ども向

けに書き直した (re・・rite)教材を使ったIv業、「天の川道

御 を行つている。書き直すのは、「天θ刃拍が保護者向けに

書力れ た学級だよりだからである。この方法にたどり着い

た要因は、大きく2つある。

1つ 日は、子どもたちの何気ない姿に関心を向けようと

して書き続けてきた学級だより「天の

'向

の存在である。毎

週月曜日は、学級だよりと道徳科の教材づくりで、学校か

ら帰った後も大忙しであつた。疲れも限界に近づきつつあ

つたある日、学級だよりを書いた後、道徳科の教材がどう

しても作れず、困り果てていれ lHヤ 婦吉められた私は、「そ

うt学 級だよりを使ってしまた Jと 書肉の一石二鳥策

を考えついたのである。今思えば、どちらの作業も子ども

たちに関心を向けるという意味では共通していたし、これ

までにも似たようなことを意識せず|“子つていた。(第 2回

と第6回の授業)横着から生まれたように聞こえるかもし

れないが、それだけでもなセ、 なぜかと言え
`よ

その日、

後に嚇

`ヒ

することになるエピソー ドを書いているとき

クラスの中で大きな変化が起こったように感じ、「このこと

について、この子の話を聞いてみたいな。J「周りにいた子
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はどんな思いだったのだろう.Jと いう関心がぶつぶつと湧

き上がっていたからである。

2つ日は、昨年度の実地研究でお編 舌になつた、長野県

で中学校教諭をしている北沢先生の授業である。北沢先生

は、『 ことな相談到 という独自の方法で道徳科の授業実

践を積み重ねてきた方である.『ことな相談制 とは、生

徒たちの表現をリライ トしたものを教材として使い、それ

を読みながら生徒一人ひとりが気になつたところに線を引

いていく。そして、それぞれが線を引いたところを足がか

りにしながら、北沢先生は「どうして、そこに線を引いた

の ?Jと 、とにかく生徒たちの話を聴いていくのである。一

見静力ヽ こ、淡々と授業が進行していくように見えて、そこ

には生徒たちが自分を開いていく、という重大な出来事が

多発しており、温かくそれぞれを受け止め合う生徒たちの

姿があつた。北沢先生の、子どもたち一人ひとりの姿に温

かな関心を向け、生徒の変化を鋭く、敏感に感じとつてい

る姿勢と、ただただ「聴くJという授業における居方に、fl

は強く影響を受けた。

こうして、関心を向けようとし続けてきた実践と、モデ

ルとしての授業や教師の存在によつて、:天の川道仙 は生

まれたのである。

③ 「天の

“

道御 の実践

では、「天の川臨 とは どのような授業であつたの力、

実際に行つた授業を事例として紹介、検討し 教室の居場

所性を高めていく上でのどのような価値/・ あつたのか 考

えていきたいと思う。

i)翻 ヒした理由

図6は、実際に使用した、人の川に書いたエビツー ドを

リライ トした教羽文である。このFv業は 第 17回、『天

の川例 にあたる授業である。このエピソー ドを輔 1ヒ し

ようと思つた理由は、次の日に発行した「天の′日を読むと

よくわかる。
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この場面に実際に立ち会っていた時、私は「テス ト中だか

ら座つてオ、 Jと も「調宏レヽ こ行ってくれ子、ありがとう。J

とも言うことができま ただただ立ち尽くすだけであつた。

それは 「戻つて。Jと言つている子の気持ちも 手伝いに

行った子の気持ちもよくわかつたからこそ、自分の中で何

と声を力■ナたらよいか、高藤していたのである。結局その

ときには自

`)の

中で答えが出ず、何も言えなかつた。そん

な自分が高藤したエビンー ドだからこそ、子どもたちはど

う思つていたの力気 になり、教材化することに決めたので

ある。

五)授業中の子どもたち

子どもたちの話を聞いてみたい、という理由で行つた授

業なので、私はそれぞれの立ち位置ごとに、子どもたちが

この出来事をどのように経験していたのかを、ただひたす

ら聞いていくことにした。そのそれぞれの立ち位置イメー

ジが図 7である。

話を聞いていく中で 興味深いことが2つあつた  1つ
日は 第 3帝①に居た子どもたちの話である。助けに行つ

た子、「戻つて。Jと 言つている子、それぞオLに知惑してい

る子たちがいたこと。そして、私と同じように「助けに行く

べきか、行かないべき力J葛藤していた子がいた、というこ

とが印象的だつた。直接的にはかかわつていないが、心の

中では深くその出来事に関与していた子が居たということ

が、授業で話を聞いていく中で初めてわかった。2つ目は

当事着③の子が 授業中盤頃におもむろに手を挙げて、「僕

も本当は助けた。ま 持ちもあつ7_Jと語つたことである。

その子はよくしやべり、よく動き、それでいて規範意識が

高く、友達思いの優しい子である。その子が心の内ではそ

のように考えていたとは、思いもよらなかつた。このこと

も、もしこの授業を行わなければ知ることができなかつた

だろう。そして、当事者Эの子が語つたことを噛みしめる

ように静力ヽ こ耳を傾けていた子どもたちの様子も印象に残

つて,ヽ る。

振り返りで子どもたちが書いたワークシー トには、

【当事者②】

手伝つてよかつた視

【当事管a
・僕は「戻つて。Jと言う。

【第3者①】
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当手者① (:|1出 しを蓉としてし,つ た子 )

当手者0(1戻って ,と きい範けた子)

第3者①(冗づいていたが 鯰け|`行かなかoた子)

第3者0(氣づいていなかった子)

覚(現在の自分のあり方、居方)につながつているのではな

いだろう力、例えば、第3者①のある子は、行くべき力桁

かないべき力送 つてしまい、結局助けに行けなかつた。授

業の中で、最後まで当事者0を調宏い続けた当事静②の1

人の居方に触発され、ワークシー トでは、「また、こういう

ことがあると思うから(早く)決めた|、 Jと 書いている。

自分がその出来事にどの立ち位置で関与していたか、と

いうことが、現在の自分の考え方の認識につながり0コ劃感

覚の樹 つ、立ち位置 位置感覚力ヽまつきりしたからこそ

早く決めたい、というこれから歩んでいきたい方向を見定

めることができたのではないだろうめ、 そしてこれは、こ

の子に限つた話ではな|、

このように、実際に自分の身の回りで起こつた出来事を

教材として扱う「天の川道童Jは、教室を居場謝 ヒしていく

上で、重要な役害1を果たす¬」樅 があるということである。

4 研究を終えて¨

居場所性を高める道徳科の授業、子どもに応える教師の

あり方を探求し、この‐年実践を続けてきた 一番の収穫

は「天の川道徳 という自分だけの方法を獲得できたことだ

ろう。「天の川通礎詢は、そこに居る私と、子どもたちとの

間でし力減 立しえな0渡業である。そして、教師と子ども、

子ども同士が響き合う授業である。また 学校で起こつた

出来事を取り上|ス 共に立ち止まり、その時の気持ちなど

を分かち合 うこの授業の形式は 学校でなくては、学校だ

からこそ成立するものである。何気ないが、価値がある。

り0こ生きた過程であり結果でもある。そんな授業のあり方

に出会えて本当によかつたと思う.

子どもたちが教室を居場所として感じられるようになつ

てきたかどう力ヽま、簡1■こは半1断できないし ヨ式もでき

な|、 学級だよりを書く、「天の川道徳 をするだけでは、

教室は居場所 ヒされな0、 全教育活動における融 育(居

囲 を高める)努力が必要なのである。いずれにしても、

子どもたち一人ひとりに地道にF5心を向け続けることが、

一番の近道となることは間違いないだろう。

研究は終わつたが、私の教員人生はまだまだ先が長ヤ、

これからも子どもたちと共に、何気ない出来事に立ち止ま

り その意味割m直を分から合うような教師のあり方 教

育のあり方を探求していきたい。そしてそれは、子どもと

共に生きる、子どもと共に居る中で見つけていけるのでは

ないかと思う。

5 参考 弓1用資料

萩原健次郎 D呂場ヲ離 の回復と充浴のトポス l春風社

(2018)
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特別の教科道徳編』0018)

助けたいけど 止めたこと… .

今日の道徳は、いろいろな意見が出て、すごくいい気

ltちでした あと、ぼくは助けに行こうとしたけど、

終わってたので行けませんでした

一年生の頃も、ずつと誰力ヽ こ「テスト中は立ち歩いちや

ダメだよ。Jと言つていたから、本当の本当にダメなん

だな～と思いました。

僕も行つた方がよかつたのかな?

【第 3者②】

私は、ちゃんと最後までできると思う心はありません。

みんなテス ト中でも友達のために行動するところが優

しいと思いました。私じゃ行きませスス なぜならテス

ト中だつたから、答えが見えちゃうからt
・テス トの答えが見えちゃうから、行かない方がいいと

思つた。行つた方がいいのか、行かなくていいのかど

つち力迷 つた。

・ 自分は「戻つて。」と言われたら座る。

今日の道徳でいろいろな案が出て、私は当事静Эを助

けたかつたけど、もし当謝 Эのテストを見てしまっ

たらいけないなと思いました

などの記述があつた。

i〉「天の川範 と居場所性の高まりの関係

何気ない出来事には、教室の関係性が色濃く現れると前

に書いた。しかし、学級だよりに書いたエピンー ドでは、

私の目を通して得られたものしか書くことができない。改

めて、道徳の授業として子どもたちの前に差し出すことで

学級だよりだけでは見えてこなかつたそこに居る一人ひと

りの子どもたちが考えていたこと、熱 市と子ども、子ども

同士の関係性が濃く、鮮明に見えてくる。学級だよりでは

書ききることができなかつたことを 子どもたちと共によ

り精細に形にしていく。これは、子どもたち一人ひとりが

自分の相 惑をよりくつきりと、強く感じることができる

のではないだろう力、 そして、自分たちの目の前で起こつ

た出来事をベースに話し合うことで それぞれの居方をよ

り捉えやすくなり、自分の考え方や生き方に反映しやすく

なるのではないだろうれ つまり、高い触射 生と、「学
`蠅を生み出す可能性を備えているのではないだろうハ

実際に自分たちの教室
~lLこつた出来事について話し合

うことの個直は、他にもある。それは、居場所性の高まる

プロセスである 自分の位置惑覚や方向をより意識できる

ことである。事例として挙げた授業では、子どもたちを5

つの位置に分けれ それがそのまま、子どもたちα立目感


